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1998年 3月 8日、長野市で以下の「呼びかけJを趣議とする「集会Jが おこなわオ1′た。

私 たちはそれを愛 といつていいのか ?

私た ちはそれrに感動lし ていいのだろうか ?

去る 2月 22圏 、「愛 Jと「感動J釣うちに長野冬季オリンピツクが開会した。

そして今また、より純度を高めたF愛 Jと「感動Jを 31き継ぐ形で、長野パラリンピツクが
3月 5闘 から開

催されようとしている。

ほか憩私たち|ゴ愛Jと「感動Jの過乗1な演出が、祝犠的なオリンピック
コム…ブメント仰過程を通じて能力

主義や差Ell性を不間にしてし`ることを、今ここでしつかりと確認しておかな|すればならないと考え島。逆
に、

国家鋤意図であるオリンピック・スポーツ仰推進 |よ、その本質において能力主義や差Bll性を内包する
が

ゆえに、それを覆し`隠すためにF愛 Jと「感動Jを言わなければならないのではないか、ということを雑越し

たひと思う。

私たちめ社会 Iよよぐ競争社会Jなど
・
と言われ、多くの人にとつても、そうしヽう社会 |よよくなしヽと考えられ

てるが、未だ競争に代わる新たな原理を持ち得ないでいる。そればかりか、競争に負けた人棋たは、そモ
リ

そも競争社会から排除された人を「弱者」として議らの強者性に対置して、
「愛 Jをもつて救済することで、

自らの差 Bllを覆い隠し、結果的にF競争社会Jをより強固なものとして補強してはし`なか。

私たちが、オリンピックやパラ
:プンピックのどこかしこに「愛 Jや「感動」を見つ |すたとき、その「愛」や「感

動」が、学校や職場などの「競争社会」や、施設や病院に開じ込められたままの障害者
の日常生活 (しか

も彼等 |ま社会復帰と称して不断に健常者に追い付くことを強要されている)を何ら喚起しな
いものである

限りにおいて、私たち|ま純粋であり、無責任であるといえ̀る。私たちが、手や足のな
い選手に、愛と感動

のエールを送ることと、職場で効率の悪し`働く仲間をどなりちらす、またIまどなられることとの間
に、何の

違いがあるのか。

オリンピックロスポーツに見られる現象 1ま、それ自体がスポーツであることから、轟常的な社会
生活と|よ

関連が無いように意識されるが、有名なオリンピック伸ス麟―ガン
「より早く、より強く。―・・Jを思しヽ越こす

やいなや、それは昔段の私たちの生活、4Jllえ ば、職場や学校の原理となつてし`る
ことをうんざりしながら

想い起こしてしまうだろう。生産を優先させる社会にあつて1よ、障害者 |よ効率の良くな
し`もの、非生産的な

ものとして下位に位置付 |すられている。

そしてこ釣序夕14LIよ、障害者を社会のお荷物として認知させ、その一方で、あらゆる場面
で健常者に

追しヽ付くことが障害者の生きる証であるといわんばかりの傾向を作り上 |ず、それを強要さ
れてしヽる。すな

わち、人間への差 Ell、 抑圧、競争 |よ、私たちの「競争社会」の最下層で最も激烈で過酷な形
で現われて

しヽるということを、ここで再度思しヽかえしておきたい。

「よ叩強い人間Jへの志向 |ま、ひとつの道筋となて、競争原理にもとづくオリンピツク
・スポーツ(近代スポ

ーツ)の世界的伝播によって確立されようとしている近代における普遍的人間観であろう。より強
い人が、

より美ししヽ人が、より早い人が、かくもかように素朴に、世界規模で賞賛される傾向
1よ、同時に、よリダメ

な人、より劣つた人を発見し、その序騨1の最下層に位置付け、固定することに他ならな
い。ヒューマニズム

が、「理性“知性 Jを尺度に動物から人間へ上昇する序伊lを生み出してきたのと同様に、オリ
ンピック・スポ

ニツ|よ、そうした人間観を確立するのに一役も二役もかつてきた (ベルリン“オリンピックを見よ
1)。 能力

主義による人間の序伊1化は、人間を選 311するという意味において、人間の経帯を弓|き裂き、関係
性を分

感動のパラリンピック |に オブジェクション ll



断する。

私たちが分けられて|よいけないとするのIよ、私たち働生命確信が関係性の中にしかなしヽからであり、よ

くもわ為くも、人にまられて生きることのダイナミズムを信じるからである。人間能力緻数値イLや記録化の

1頃向が、人は発達 tノ続 |サな|すればならないとする、近代の抱える病であるとしヽうこと、モして
'ぐ
れ以上に、

「より劣つた者Jを生産じつづ |することによつて、一方を差男Jは、排除するものとしてあることを、いま私たち

|よ自ら|こ聞尊ヽかけなけれ |ボならな鶴ヽだろう。

友よ、あなたと私が友達であると聰ヽう機拠を失わなしヽためにも、

ォリンゴックやバラリンピックに感動して1意ならない ]

「感動のオリンピック ? ぶ、れあひのパラリンピック ?Jの タイ ト・ルでおこなわれた長野パラ

リンピックに反対するこのシンポジウムは、「頑張る障害者やバラリンピック |こ反対 と |よ 何事

か |」 と多 くの非難や咎 め立てと、数少 な等ヽ強 もヽ賛同を集 めて、その時代や社会 に問 しヽな向け

た G

それから 20年以上がたった今、 この「呼びかけ」で問われた人間関係、仕事や暮 らし、生産

や教育や福社 の現場、現実の数々、そして
「
・
愛Jや「感動Jの在 りか、友 とf/D関係 の根拠 は、果

たして希望の持:て る方向へと寵かつてきたのだろうか ?い ま東京 オリンピック・パラ
|プ ンピッ

クが予定 されているのは、人々が仕事や生活の困難 さどこ.ろ か「いのち」の危険 さえ感 じ、社

会の分断がさらに強 まり、僅 かな尊厳や表現の自由などが危機的 な状況 となっている新型 コ

回ナ感染拡大の真只中である。「感染予防J社会 は、 まさに「優れたいのちJと「劣 つたいのち」

の選別を極 めてソフトに、 また「健康や安全」の危機 を煽 りながら深 く進行 させていき、20年

前 には無かった多様性や共生や包摂やそしてSDGsな どの言葉 が日常の至るところに見 られる

世の中になりながら、実際の現実はそれらの言葉を真 っ向から裏切 る事態で、ましてや 20年

前の間 もヽは今 でも「有効 な間 tヽ」として成立 してしまう辛 く貧 しt｀社会 そのままである。

なんと無残 な 20数年だつたのかと嘆きたくなる思 与ヽは棚上げし、 与ヽままたここで「間 tヽ Jを

明確 にし、具体的で有効 な実践を確認 し、 この状況だからこそ饉 かずつでも希望釣持 てる現

実をellっ てもく 契機 としたい。

20数年前に「重度の身体障が等ヽ者」として発言者 の一人であり実行委員会のメンバーでもあ

つた橋本和子 さん、ゲス トとして「愛 と感動 のゆくえJを テーマにオリンピックフアシズムほ

ついて講演 してもヽただいた当時京都大学教員の池田浩士さん、この 2名 が再ぴ登場 して 2021

年 は、

物惑動 のパラリンピックにオブジェクション !」

内 容 :

1.  発 言 一― 橋本和子さんから

2.講 演 ―一 池田 浩士さん (京都大学毛誉教授 )
「パラリンピックとボランティアはプァシズムとともに」

3。 会場 と ―一 参加者 との トーク ほか

オ リンピックの中止を求める松本の会(主催)感 動のパラリンピックを考える会


